
『ニッポン灯台紀行』 

 岡 克己／著  
世界文化社 

 
島国日本では、海の道 

標として灯台があります。 
海に溶け込んだその景観 
は、様々な表情と郷愁で 
私達を魅了します。 
この本は日本の灯台５０選のほかにも、著者

が写した全国絶景灯台を解説と共に美しい写

真で紹介しています。 

 

『深夜航路 午前 0時からはじまる船旅』 

清水 浩史／著  

草思社 

 

全国の定期航路のなか 

でも、深夜帯に出発する 

14の便を選んで旅をした 

記録です。張りつめた日 

常から逃れて、真夜中の 

船室で感じる心地よい孤独や安堵感が、著者

に自分自身と深く静かに対話する時間をもた

らします。一人旅に出る背中を押してくれる、

そんな本です。 

 

 

『波音（なみのと）』 

中村 征夫／著  
新日本出版社 
 
独学で水中写真を学び、 

のちに数々の報道の現場 
経験を生かし「海の報道 
写真家」として活動する 
著者のフォトエッセイ。 
写真からは海への愛と尊敬が溢れ、生きもの

たちの力強い生きざまと、自然界の厳しさ、美

しさが感じられます。奥深い海の世界へ惹き

込まれる一冊です。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

『海の見える理髪店』  

荻原 浩／著  

集英社 

 

海辺の小さな町にたた 

ずむ時代遅れの理髪店。 

鏡いっぱいに映る藍色の 

海。初めて訪れた青年の 

散髪をしながら、語られ 

てゆく店主の半生…。直木賞を受賞した本作

は、一度読み終えてから、もう一度じっくりと

読んでほしい、せつない家族の物語です。 
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そういう図書館がある～ 

 

＊このページで紹介した本は、中央図書館一般コーナー入口付近に展示しています。ぜひご利用ください！ 

おすすめ図書紹介  海 



 
 
 
市内７箇所の取次所で、予約した本の受け取りや本の返却ができます。お近くに図書館

がない地域にお住まいの方にも便利なサービスです。ぜひご利用ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 域 場 所・電 話 開館時間 

越 路 

越路支所２階 地域振興課 

（返却のみ１階ロビー） 

0258-92-5910 
 

8：30 

 ～17：15 

 

 

三 島 
みしまコミュニティセンター 

（三島支所内） 0258-42-2525 

山古志 

山古志公民館図書室 

（山古志体育館内） 

0258-59-2339 

和 島 
和島支所地域振興課 

0258-74-3112 

小 国 
おぐにコミュニティセンター 

「だんだん」  0258-95-3575 
9：00～17：00 

与 板 
よいたコミュニティセンター 

0258-72-4114 
9：00～17：30 

川 口 川口公民館   0258-89-3120 8：30～21：00 

貸出期間の延長 

 

 

 

 

 

 

①インターネットで利用したい本・雑誌・視聴覚資料を探す。 

②お近くの取次所を受取場所に指定し予約する。（パスワード必要） 

③取次所に届いたら電話で連絡がくる。 

④取り置き期間までに取次所に貸出カードを持参し、受け取り

に行く。（取り置き期間は約１週間程度） 

⑤利用した本・雑誌・視聴覚資料を返却する。 

 ・長岡市立図書館のほか、まちなか絵本館の本を返却すること

もできます。 

 

 

 

 

 

 

★取次所の流れ★  

 図書館窓口や電話       お近くの取次所で 

インターネットで予約         受け取り  

 

・読みたい本や雑誌、視聴覚資料を予約 

して、お近くの取次所で受け取ること 

ができます。 

・予約の方法は下記のとおりです。 

予 約 方 法 

●図書館窓口 

●取次所窓口（取次所予約カード） 

各取次所にある「取次所予約カード」 

を記入して取次所窓口にお渡しください。 

●図書館内の蔵書検索機 ＊ 

●自動車文庫（米百俵号） 

●インターネット＊ 

（図書館ＨＰ・携帯サイト） 

●電話予約（0258-32-0658） 

11：00～17：00 ひとり１日３冊まで  

図書館の休館日と土日祝日以外の受付 

＊印は予約する際にパスワードが必要です。 

☆貸出カード、パスワードの発行は、 

図書館窓口または自動車文庫にて 

承ります。ご本人確認のできるもの

（運転免許証など）をご持参ください。 

 

延長専用電話又は図書館ＨＰでも 

受付しています。（ＨＰで延長する際は 

パスワードが必要です。） 

延長専用電話：0258（32）4946
よくよむ

 

受付時間 9：30-19：00 

中央図書館の休館日はお休みです。 

詳しくは、 

図書館カレンダーをご覧ください。 

 

市民センターとちびっこ広場（まちなか絵本館）でも市内図書館の本を返却できます！ 

※土日を含め、各取次所の都合で開館日・時間が変わる 

場合があります。 



 

   
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

この他にも、曜日ごとに行われるお話会や、紙芝居の会、親

子お話工作など、団体、個人を含め多方面にわたり多くのボ

ランティアの皆さんが、次代を担う子どもたちのために本の

魅力や読書の楽しさを伝える活動を、定期的に、地道に行っ

てくださっています。 
幅広い年代のボランティアの皆さんは、ご自身の経験など

から、訪れる子どもたちを温かく優しく迎えてくれ、図書館

での楽しいひと時を過ごせるようさりげなく心を砕いて思い

思いの活動をしてくださいます。 
地域館で活動されている方も含めますと、図書館で活動さ

れているボランティアの団体数は１４団体１７７人の方、ま

た、団体ではなく個人で活動してくださっている方は１１４

人にも上ります。このように、多くの方々のお力添えにより

図書館の行事や活動が成り立っておりますことを改めて御礼

申し上げますとともに、今後ともご協力をいただきながらと

もにみんなの図書館を作っていくことをお願いしたいと思い

ます。 
（山田あゆみ） 

 
 
 

 

 図書館を支える力   館長通信 

 

中央図書館所蔵資料紹介 №161 大平与文次「長岡みやげ」  

 昨年、１００周年を迎えた図書館は多くの市民の皆さんの

お力添えにより今日あることは、これまでもお話させていた

だいているところです。 
この度、新潟県読書推進運動協議会より、第６１回こどもの

読書普及功労者として、長岡市の星律子さんをはじめとする

３名の方々が表彰を受けられました。星さんは、布絵本作りの

ボランティアグループ「グー・チョキ・パー」を結成され、  

１５年にわたり継続的に制作された布絵本を図書館に寄贈い

ただき、その数は約４０点にも上ります。また、ブックスター

ト事業の立ち上げにも関わられたほか、毎週のお話会で読み

聞かせの活動を行われるなど、図書館ボランティアとしてこ

どもの読書普及活動にご尽力頂いております。長岡市立中央

図書館でご尽力いただいている方が表彰を受けられましたこ

とは、当館におきまして大変名誉なことであり、心から感謝申

し上げます。 

中央図書館の児童コーナーの奥のお話の部屋にはグループ

の皆さんが心を込めて作ってくださったタペストリーが季節

ごとにお部屋を彩っています。 

 

 

 

 

 

 大 平
おおだいら

与文次（１８３９～９６）は、三島郡浦村（長岡市越路

地域）の出身で、長岡で出版活動をした人です。郷土に関わる

新聞『長岡日報』や雑誌『温古の栞』、俳句集『月花の友』など

を編集、刊行しました。 

今回紹介するのは、明治１１年３月に与文次が発行した長岡

のガイドマップです。木版刷りの一紙もの。おもて（写真左、部

分）はタイトルと序文に続き、官公庁・学校・病院・社寺等を掲

載。長岡町の十六大区長であった三島億二郎の名前もあります。

うら（写真右、部分）は地図となっており、町名や小路名まで詳

しく記入され、また信濃川をゆく蒸気船も描かれています。 

与文次は発行目的を次のように記しました。 

 
   

 

「長岡は古志郡中で枢要な位置にあり、維新以降の復興でまる

で心臓の脈絡のように物流が盛んになった。長岡を通る遊客が

一目瞭然でわかるよう、迷子にならぬよう作ったのである。」 

さて、北越戊辰戦争から１０年、長岡はどのように立ち上が

っていったのでしょうか。 

明治１０年にできた長生橋のこと、古道具や植木・水菓子を

売る「夜市」のこと、また旅
はた

籠
ご

（旅館）が５２軒もあることな

ど、当時の長岡を彷彿
ほうふつ

とさせる内容が書き留められています。 
縦４０㎝、横７０㎝という限られた紙面ながら、「旬の長岡」

を発信しようとする与文次の意気込みが感じられます。 

                   （小熊よしみ） 

 

 
☆中央図書館のエントランスギャラリーで ７月２日（火）から７月１５日（月・祝）まで展示します。 

 



 

７月～９月 イベント  
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 映画会    

 
 
 

7/ 15(月祝)  カミングアウト 

14：00～15：45  2014年/日本（98 分） 
 
 

7/28(日)  

10：00～10：40  長ぐつをはいたねこ 

2010 年/日本（35分） 
 

14：00～15：25   くまのアーネストおじさんと 

セレスティーヌ 

                  2012 年/フランス（80 分） 

 
 

8/15(木)  氷雪の門 樺太 1945年夏 

14：00～16：05   1974年/日本（119分） 
  

8/31(土)  レミングスの夏 

14：00～15：45  2017年/日本（98分） 
 

9/13(金)  イタリア旅行 

14：00～15：30   1953年/イタリア（85分） 
 

9/29(日)  地下室のメロディー 

14：00～16：10   1963年/フランス（121 分） 

令和元年 7月 1日 長岡市立中央図書館 編集・発行 

長岡市学校町 1-2-2 ℡ 0258-32-0658 

mail：lib@city.nagaoka.niigata.jp 

 

 

 

入場無料・申込不要 2階講堂 
開場は上映開始時間の 30分前です  

夏休み映画会 

平和を考える映画会 

ＬＧＢＴを考える映画会 

長岡市立中央図書館が所蔵する約300点にものぼる

版画資料を、初めて一堂に展示します。中央図書館が

昭和 62 年(1987)の開館当初に収集した現代作家の版

画や、郷土資料の充実に貢献した反町茂雄文庫に含ま

れる錦絵など、多彩で奥深い版画の世界をお楽しみく

ださい。 

◆会 場：中央図書館 ２階 美術センター  

◆期 間：7/19(金)～8/12(月祝) 

10：00～18：00 

※7/22(月)、7/29(月)、8/5(月)は休展 

◆入場料：無料 

◆展示内容（主な作家） 

歌川広重、月岡芳年、竹久夢二、蕗谷虹児、富岡惣

一郎、草間彌生、横尾忠則、山下清ほか 

 

■展示解説 申込不要。直接会場へどうぞ 

7/20(土) 大矢貞衛さん(オオヤ版画コレクションズ代表) 

7/28(日) 鈴木晃さん(版画家・新潟市美術協会会長) 

※いずれも 14：00から（出入り自由） 

長岡市立中央図書館 

 所 蔵 版 画 展 
 

講演会 

 
 

錦
絵
「
六
十
余
州
名
所
図
会
の
内 

佐
渡
金
や
ま
」 

歌
川
広
重
画 

 
 

絵本作家 鈴木まもる講演会 
「絵本と鳥の巣の不思議 

－鳥の巣が教えてくれること」 
 
日時：7/30(火) 14：00～16：00 

会場：中央図書館 ２階 講堂 

対象：小・中学生、高校生（小学２年生以下は保

護者同伴）、一般 

定員：180人（先着） 

入場料：無料 

申込：7/10(水)から①中央図書館窓口②図書館ホ

ームページ③FAX 0258-32-0664で  

※③の場合はイベント名、住所、氏名、年齢

(小学生は学年)、電話・FAX番号を明記 

※未就学児の入場はできません 
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